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ちちをかえせ ははをかえせ 
としよりをかえせ 
こどもをかえせ 
 
わたしをかえせ わたしにつながる 
にんげんをかえせ 
 
にんげんの にんげんのよのあるかぎり 
くずれぬへいわを 
へいわをかえせ 

 
八月六日 

あの閃光が忘れえようか 
瞬時に街頭の三万人は消え 
圧しつぶされた暗闇の底で 
五万の悲鳴は絶え 
 
渦巻くきいろい煙がうすれると 
ビルディングは裂け 橋は崩れ 
満員電車はそのまま焦げ 
涯しない瓦礫と燃えさしの堆積であつた広島 
やがてボロ切れのような皮膚を垂れた 
 
両手を胸に 
くずれた脳漿を踏み 
焼け焦げた布を腰にまとって 
泣きながら群れ歩いた裸体の行列 
 
石地蔵のように散乱した練兵場の屍体 
つながれた筏へ這いより折り重なった河岸の群も 
灼けつく日ざしの下でしだいに屍体とかわり 
夕空をつく火は光の中に 
下敷きのまま生きていた母や弟の町のあたりも 
焼けうつり 
 
兵器廠の床の糞尿のうえに 
のがれ横たわった女学生らの 
太鼓腹の、片眼つぶれの、半神か向けの、丸坊主の 
誰がたれとも分からぬ一群の上に朝日がさせば 
すでに動くものもなく 
異臭のよどんだなかで 
金タライにとぶ蝿の羽音だけ 
 
三十万の全市をしめた 
あの静寂が忘れえようか 
その静けさの中で 
帰らなかった妻や子の白い眼窩が 
俺たちの心塊をたち割って 
込めた願いを 
忘れようか？ 

「あたらしい憲法のはなし」 
１９４７年８月 中学校１年生の教科書 

文部省(現、文科省)作成 
 

「みなさんの中には、こんどの戦争で、おとうさ

んやにいさんを送りだされた人も多いでしょう。

こぶじでおかえりになったでしょうか。それとも

とうとうおかえりにならなかったでしょうか。ま

た、くうしゅうで、家やうちの人を、なくされた

人も多いでしょう。いまやっと戦争はおわりまし

た。二度とこんなおそろしい、かなしい思いをし

たくないと思いませんか。こんな戦争をして、日

本の国はどんな利益があったでしょうか。何もあ

りません。ただおそろしい、かなしいことが、た

くさんおこっただけではありませんか。戦争は人

間をほろぼすことです。世の中のよいものをこわ

すことです。だから、こんどの戦争をしかけた国

には、大きい責任があるといわなければなりませ

ん。このまえの世界戦争のあとでも、もう戦争は

二度とやるまいと、多くの国々ではいろいろ考え

ましたが、またこんな大戦争をおこしてしまった

のは、まことに残念なことではありませんか。 
 そこでこんどの憲法では、日本の国がけっして

二度と戦争をしないように、二つのことをきめま

した。その一は、兵隊も軍艦も飛行機も、およそ

戦争をするためのものは、いっさいもたないとい

うことです。これから日本には、陸軍も海軍も空

軍もないのです。これを戦力の放棄といいます。

｢放棄｣とは「すててしまう」ということです。し

かし、みなさんは、けっして心ぼそく思うことは

ありません。日本は正しいことを、ほかの国より

先に行ったのです。世の中に、正しいことくらい

強いものはありません。 
 もう一つは、よその国と争いごとがおこったと

き、けっして戦争によって、相手をまかして、じ

ぶんのいいぶんをとおそうとしないことをきめ

たのです。おだやかにそうだんして、きまりをつ

けようというのです。なぜならば、いくさをしか

けることは、けっきょく、じぶんの国をほろぼす

ようなはめになるからです。また、戦争までゆか

ずとも、国の力で、相手をおどすような事は、い

っさいしないことにきめたのです。これを戦争の

放棄というのです。そうしてよその国となかよく

して、世界中の国が、よい友だちになってくれる

ようにすれば、日本の国は、さかえてゆけるので

す。 
 みなさん、あのおそろしい戦争が、二度とおこ

らないように、また戦争が二度とおこさせないよ

うにいたしましょう。 


